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Abstract
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1.は じ め tこ

最近,数式処理・グラフィック描画のパソコンソフト
の進歩はめざましい。米国の Mathematica及 びカナダ

の Maple等 はその代表的なものである。前者は物理学ヘ

の応用に秀でているが,コ マンド名が長い等の実用面で

の扱いにくさの問題がある。一方後者は宣伝があまり派

手でないせいか,前者より知名度で劣っている。しかし,

実際にMaple V Release 4を 扱ってみると,数式やコマ

ンドの入力,及び数式の出力において非常に洗練されて
いる点では前者に勝っている。特に数式の出力は,書き

直してみなくてもそのままで数式として理解出来る形に

デザインされている。この点では,数理科学教育には最
適な数少ないパソコン用の数式処理・グラフィック描画

用ソフトといえる。また大規模な数値計算には Matlab

が適している。ここではMapleを用いて三階線形微分方

程式をパソコンに解かせた結果を報告する。

2.微分方程式と解

以下では変数係数の三階同次線形微分方程式を扱う。

ここではさらに焦点を絞って係数が簡単な有理関数の場

合を扱う。この様な微分方程式は以前,文献
1)で
取り上げ

られた。この文献の付録 Aにおける50個の微分方程式
の中から選んだ。全てが Mapleで解けたわけではない

が,大部分は解が求まった。解が「初等関数では表せな
い」となっていたものが,超幾何関数を用いて具体的に

解いてくれたものが 1個あったことは特筆されるべきで

ある。

今やこのようなタイプの多数の微分方程式の解析的な

解の形やその典型的なグラフィックスをパソコンで求め

ることは一定の訓練を積めば容易であり,非線型微分方

程式でさえもある種のタイプのものは,少し数学的工夫
をすることにより,数式処理で手の届くところにあるり。
その結果を微分方程式辞典とつきあわせてみることは,
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非常に興味のある重要なステップである。もちろんここ

で直接おもてに出なくても計算機代数と微分方程式周辺

の数学の知識が要求されることは言うまでもない。この

段階を経れば,計算機代数と非線型常微分方程式の理論
の両者はCyberEpocに ふさわしい新しい段階を迎える

ことになる。

3.Mapleに よる計算機代数

ここで は

ノ
〃
十ど〉(χ )ぅ′

/十
σ(χ )=0

の形の方程式を考える。少(χ ),9(χ )は χの有理関数であ

る。計算機代数の Interact市 e Sessionの様子と結果は

Appendixに 示した9。

解が求まったものについては,微分方程式に代入して,

間違いなく解であることの確認もやはり計算機代数によ

り行った。この場合にも計算機代数独特の注意と困難と

工夫が必要なことは当然であるが,こ こでは努めてそれ

らを表面に出さないように努めた。特に,あたりまえと

思われるような,式の変形 。簡単化をパソコンで自由自
在に行うのはそう容易なことではない。
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Appendix

以下に実際の数式処理の結果を示した。

〉p側 :=(21xお 3-10↓封/伝
‐
4-1),電 ω :=(16tx‐ 4+16)/(x‐ 4-1)・ 2:
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